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SX-ACEユーザ向けSQUID説明会 -SX-ACEからAurora TSUBASAへ-

説明会の位置付け
現行のSX-ACEシステムをご利用の利用者の皆様方を主対象に、次期スーパーコンピュータシス
テムSQUIDを導入後直後からご利用いただけるようご準備いただくための説明会

※ SQUIDに興味・関心のある方はどなたでも参加いただけます。

※ ※ 対象者を定めない一般的な説明会（SQUIDシステム詳細、ジョブ投入方法を含む利用方法、

利用負担金等）については2021年4月に別途開催予定です。

説明会で解決する疑問
• SQUIDに搭載されたSX-Aurora TSUBASAとは何なのか？
• SX Aurora TSUBASAはSX-ACEと何がちがうのか？

• ハードウェア性能は？ソフトウェア環境は？
• プログラム開発方法は変わるのか？

• SX-ACEで動いてるプログラムをSX Aurora TSUBASAで動かすには？
• 現行のSX-ACEが動いている間にやっておくべきことは？
• 移行時に発生しそうな技術的問題とその解決策は？
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本日のプログラム

13:00-13:15 趣旨説明

13:15-13:45 SX-Aurora TSUBASAの概要

13:45-14:45 SX-ACEからSX-Aurora TSUBASAへの移行の流れ

14:45-15:15 質疑応答
※ 適宜各時間帯で質問を受け付ける予定ですが、

時間不足を想定して最後に十分な時間を確保しています
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クラウド連動型HPC・HPDA用スーパーコンピュータシステムSQUID 
(Supercomputer for Quest to Unsolved Interdisciplinary Datascience)

• わが国の学術・産業を支える研究者による未解決のデータサイエンス問題への探求を支
援するため、高性能計算および高性能データ分析分野の多様な計算ニーズを収容可能な
クラウド連動型スーパーコンピュータ

• 特徴

• データ集約基盤ONION

• セキュアコンピューティング環境

• クラウドバースティング環境

• 稼働
• 2021年5月 ~
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クラウド連動型HPC・HPDA用スーパーコンピュータシステムSQUID 
(Supercomputer for Quest to Unsolved Interdisciplinary Datascience)

• 16+PetaFlopsの総理論演算性能を予定
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え！SX-ACEは1536ノードもあったのに、36ノードになっちゃうの？？

SX-Aurora TSUBASAでは、プログラムの実行方式が変更になっています。
36x8=288個のSX-Aurora TSUBASAプロセッサが導入され、
利用者視点からは288”ノード” あるように見えます。詳細はこの後で。



現状のSQUIDの状況
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ベクトルノード x 36
• AMD EPYC 7402P
• 128GB memory
• Type20A Vector Engine x 8

(3.07TFlops, 48GB HDM)

水冷



本日のSQUID話

• 特徴
• データ集約基盤ONION
• セキュアコンピューティング環境
• クラウドバースティング環境
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13:15-13:45 SX-Aurora TSUBASAの概要

13:45-14:45 SX-ACEからSX-Aurora
TSUBASAへの移行の流れ


